
　菅地区社会福祉協議会では、菅、菅野戸呂、菅稲田堤、菅城下、菅仙谷、菅北浦、菅馬場を対象地域として、
健康で幸せが守られる明るい福祉のまちづくりを目標に、地域の中でお互いに支え合いながら様々な福祉
活動を進めております。
　賛助会員の皆様からご協力いただいた賛助会費は、地域の福祉活動を進めるための貴重な財源として、
次のように活用いたします。

菅地区 社会福祉協議会の活動のご紹介

菅地区社会福祉協議会会長より

大澤 敏夫 会長

　菅地区社会福祉協議会は、平成 18 年まで中野島地区・菅地区合同で稲田第 2 地区社会
福祉協議会として活動を行っておりましたが両地域内の人口増加に対し、木目細かいフォ
ローができるよう、分割して菅地区社会福祉協議会として設立され、20年を迎えました。
　従前より実施して参りました事業の継続とともに、新しい事業に取り組んでまいる所存
でございます。又、地域内にお住いの皆様が安全で、安心して暮らせる町づくりの構築に向
け、取り組んでまいりますので、引き続きご支援・ご協力を賜りますよう、宜しくお願い申
し上げます。

こども福祉部
　こども福祉部は、菅地域の小中学校PTA、民生・主任児童委員（元の方も続
けて参加して下さっています）、保護司、こども会、菅町会の方々で構成されて
います。地域のこどもたちの安心・安全のため、定期的に部会を開いて情報交換
をしたり、研修等を通して、こどもの育成についての知識を深めています。また
「親子で座禅体験」や「親子リズム体操教室」を開催し、地域の子育てを応援し
ています。

企画部
　菅地区社会福祉協議会（菅地区社協）は 4部・2委員会および 2運営委員
会により構成されて活動しています。
　企画部は菅地区社協の広報紙の発行、理事の視察研修の計画と実行などに
携わり、このほか総会を含む各種行事の支援をほかの部や委員会と一緒に行
っています。
　菅地区社協の活動内容を紹介する広報紙「菅社協だより」は 9,500 部を年
2回発行しており、菅地区の各世帯と小・中・高等学校、いこいの家、および
こども文化センターや包括支援センターなど福祉施設に届けています。

社会福祉のつどい
　令和 7年 11月 29日（土）東菅小学校アリーナに於いて、第 20回菅地区
社協「地域福祉のつどい」が開催されました。
　つどいでは例年通り、幼稚園児から、町内にお住まいの高齢者・小・中学校・
高等学校の生徒さんを始め、町会・長生会・いこいの家や、障害のある皆様等、
沢山の方にご参加をいただき、日頃の練習の成果を思う存分発表していただ
きました。観覧の皆様からは、惜しみない拍手と歓声が送られ、多くの方々が
最後まで熱心に鑑賞して下さり盛会の内に終了することができました。
　令和 8年度は 11月 28日（土）に菅小学校体育館において開催予定とな
っておりますので、皆様のご参加をお待ちしております。

左より「菅社協だより」第1号（2006年8月1
日発行），第24号（2016年2月1日発行），
第44号（2026年2月28日発行）


